
書式第 9号

令和 2年度  事 業 報 告

令和 2年 9月 1日 から 令和 3年 8月 31日 まで
特定非営利活動法人 子供地球基金

事業の成果

従来の特定非営利活動に関わる事業を継続。
海外のキッズ。アース・ホーム事業に関して、子供達の心の拠り所として絵を描くワークショッ
プを常に実施。ベトナム 第 4号・第 5号ホーム、カンボジア 第 6号ホームにおいて、画材や
本、教育費の支援、並びに心のケアを目的としたアートワークショップを実施。クロアチア第 1

号ホームでも継続的な支援を必要としている子ども達と絵を描くワークショップを実施。
昨年度に引き続き、東日本大震災で特に被害が大きかった宮城県亘理町に設立したキッズアー

スホーム東北を拠点とし、児童館や学校、地域の催し等でアートワークショップを実施し、 画
材や絵本、文房具などの寄贈を行った。3月 11日 の追悼式では、亘理町の追悼式会場にて子ど
も達の絵の展覧を行った。
東京都清瀬市にある障害を持つ子どもたちが通う放課後等デイサービスAAO!にて、ワークショ
ップを17回実施。また、画材やお菓子などの寄贈活動を行った。
昨年に引き続き国内の難民支援事業として、埼玉県川口市・蕨市のクルド難民の子ども達とワー

クショップを実施。また歯科健診の実施、衣類や文房具の寄贈を行った。
コロナ禍における子ども達の支援として、行政が管理するコミュニティーセンター、小学校等で

8回ワークショップを実施。
グランドハイアット東京のご協力で、障害のある子どもたちと絵を描くワークショップを実施。
医療従事者支援とし、埼玉県にある東埼玉総合病院の院内保育園にてワークショップを実施。ま

た同グループ施設にて、展覧会を行った。
コロナ禍でのワークショップとし、塗り絵プロジェクトを実施。オンラインでのワークショップ

や各自自宅でプロジェクトに参加できる形式にし、多くの子ども達に参加いただいた。朝の情報

番組でも取り上げられ、子供地球基金の活動を広く告知できた。
ロサンゼルス支部では、治安の良くない地区の治安向上、イメージアップの為、子ども達と壁画

を作るワークショップを実施。また児童養護施設等へ画材の寄贈、クリスマスの時期にはプレゼ

ントの寄贈を行った。
キッズ・アース・カー事業では、定期的に訪れる病院、児童養護施設を訪問し、入院児童の人数

や季節に合わせた絵を描くワークショップを実施。また、画材や絵本、文房具などの寄贈を行っ

た。

支援イベント事業では、企業とのコラボレーションイベントで絵を描くワークショップや活動

を啓蒙する機会を持ち、特に子どもの支援や社会貢献活動により興味関心の高い、子どもを持つ

母親や美術分野に関心の高いターゲット層に効果的に子供地球基金の活動の告知をすることが

できた。
その他、協力企業が多様なチャリティー商品を販売し、画像使用料として寄付金収入を得るだけ

でなく、チャリティー商品が媒体や S鵬、アクセス数の高いホームページ等に掲載されることで、

子供地球基金の活動をより広く告知することができた。



書式第9号

2  事業の実施に関する事項

Ａ
Ｚ

事業名 事 業 内 容
実施

回数

実施

場所

従事

者の

人数

(概算)

受益対象者の範囲

及び人数

(概算)

支出額

(円 )

1

キッス・・アース・ホーム

事業

キッス
゛
・アース・ホーム(海外)

学費を払えない子ども、貧

困地区児童、エイズ孤児、

及び内戦による被害を受
けた子どもたちの為の施

設運営、カンポジアでは子
どもたちの暮らす施設の

家賃、食費、生活費、全て
の経費を捻出し寄付を行
った。

ロヨ

クロアチア
ベ トナム

カンポジア

アメリカ

宮城、岡山などの

被災地

東京

350

戦争被災地児童約

100人
ストリートチルト・レン500人

貧困地区児童 1000

人

被災地により被害を

受けた児童 300人
その他 80人

15,728,884

キッス
゛
・アース・ホーム (国内)

東北では震災によって心

に傷を負った子どもたち

と創作活動を通して心の

ケアを行 うオープンハウスを継

続して運営。

キッス
゛
・アース・カー

小児病棟や児童養護施設

等の子どもたちを中心に、
子どもたちの心のタアを目

的とし、表現力、創造力を

養い伸ばす絵画を中心と

した多種多様のワークショッフ
・

を、画材を積んだキッス・アウ

カーで要請のあった場所に

赴き、実施。

日本全国の小児病

棟、児童養護施

設、養護学校等

250

国内外で心に傷を負
つた子どもたち、

被災地の子どもた

ち、児童養護施設、

小児病棟、幼稚園、

小学校、養護学校、

公園、その他各種アート

ワークショッフ
・に集まった

子どもたち

1,800人

2
東北、西日本被

災地震災支援

東北、西日本被災地支援

全国被災地にて、心のタアを

目的としたアートワークショッフ
°
を

実施。物資、画材、環境を

明るくする複製画等を寄

贈。台風や豪雨により、被

害を受けた学校や児童館、

施設などへ画材や教材を

届けた。

宮城

岡山

その他被災地

200

200

宮城、岡山などの被
災他で被災した子ど

もたち1,000人
4,468,974

3
子供地球基金

展覧会事業

世界中で描かれた絵を東

京や宮城で展覧。

世界中の子どもたちの描
いた絵の展覧会を開催 し

啓発と広報を行う。

随時

アメリカ

東京

富城

一般来場者

5,000人
5,012,037



書式第 9号

4
広報活動事業

会報誌作成
Email及び郵送による会
員及び希望者への情報発

信。啓発と活動の報告。
又、HPでの公開。

4回
事務局

及び

外注

100
会員及び希望者

2,500人

4,610,976

公式 WEBサイト更新・改定
社会への世界中の子ども

たちに関する活動の啓発

と報告。

随時

事務局

及び

外注

60 不特定多数

メディアヘの露出

塗 り絵プロジェク トが朝
の情報番組に取り上げら

れ、また企業コラボ商品の

テレビ CMの 放映が始ま
り効果的に広く啓蒙を果

たした.

新聞や雑誌、ウェプニュー

ス等で多く取 り上げられ

た。

Eヨヨ 事務局 100 不特定多数

寄付を喚起し、当基金を周

知するためにオリデナルグッス
゛

を作成配布.

田ヨ 東京他 200 不特定多数

その他セミナー、講演等を

青山学院大学や東京の催
し等で学生一般の方に活

動を啓蒙

ロヨ 東京他 200 不特定多数

そ の 他 FЖeb∞k や
ヽ�tter,プログ等の SNS
によつてリアルタイムの

支援活動を随時報告

随時 世界各地 200 不特定多数

5

世界の子 ども

たちへ必要物

資及び資金 を

寄贈、寄付する

ための事業

(支援イベント)

国内外被災地にて緊急物

資、画材、衣料品、支援金

等を寄贈。カンポジア、ベ

トナムの貧困等に苦しむ

子どもたちへの支援。昨年

に引き続き、東北、岡山に

て、画材などを寄贈.

約 26回

ベ トナム

カンポジア

クロアチア

アメリカ

宮城

東京

埼玉

群馬

岡山他被災地

1,000 不特定多数 4,762,985

総事業費 34,583,856

ｎ
０



令和02年度 活動計算書

令和02年 9月 1日 から 令和03年 8月 31日 まで

I 経常収益
1.受取会費
正会員 (団体)会費
2.受取寄附金
キッズ・ホーム寄付
東北熊本災害支援事業

3.受取助成金等
受取補助金
4.事業収益
子供絵画展覧会事業
広報・グッズ事業
支援イベント事業

5。 その他収益
受取利息
(経常収益計)

Ⅱ 経常費用
1.事業費
(1)人件費
給料手当
福利厚生費
人件費計
(2)その他経費
事業原価
旅費交通費
通信発送費
減価償却費
消耗品費
事務委託費
支払手数料
光 熱 費
地代家賃
その他経費計
事業費計 34,583,

2 管理費
(1)人件費
給与手当
福利厚生費
人件費計
(2)その他経費

姉［̈
岬岬晴縦躊睛嘲清
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通
減
賃
保
修
消
租
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光
地代家賃
その他経費計

単位 :円

科
一員 金 □

2,994,
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14,794,
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９
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４



管理費計

(経常費用計)

当期経常増減額

Ⅲ 経常外収益
雑収入
経常外収益計
Ⅳ 経常外費用
資産除却損
経常外費用計
当期正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

693_000

-9,548,

2,372,

2,372,

ｎ
Ｊソ^

′０

1211

-7,868,5
693,

-1

-7,868,55



書式第 15号 (法第 28条関係)

令和02年度 貸借対照表

令和03年 8月 31日 現在

特定非営利活動法人 子供地球基金

(単位 :円 )

科
日

Ｈ 金 額

I 資産の部

1.流動資産
現金預金

チャリティ商品

流動資産 合計

952,

1,211,

2 固定資産
(1)有形固定資産

建物附属設備

器具備品

展覧会子供絵画

一括償却資産

有形固定資産計

(2)無形固定資産

電話加入権

無形固定資産計

(3)投資その他の資産

差入保証金

投資その他の資産計

固定資産 合計

3,760,5

274,

1,855,549

172,677

6,063)278

ｎ
ｖ
ｎ
ｖ
ｎ
ｖ

ｎ
ｖ
ｎ
ｖ
ｎ
ｖ

ｎ
Ｖ
Ａ
〉
ｏ
０

6,111,

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
未 払 金
預 り 金

流動負債 合計

2 固定負債
長期借入金

固定負債 合計

ｎ
ｖ
　

Ｆ
０

Ａ
）

０^

４
‘

545,767

０
０
ハ
０

1,168,112

負 債 合 計

正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

13,477,678

-7,

び正味財産合計

1,713,

5,609,121

7,323.000



令和02年度 計算書類の注記

特定非営利活動法人 子供地球基金

1.重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法人会計基準によっています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
棚卸資産の評価基準は原価基準により、評価方法は総平均法によっています。

(2)固定資産の減価償却の方法
法人税法の規定に基づいて、有形固定資産は定率法で、無形固定資産は定額法で償却をしています。

(6)消費税等の会計処理
消費税等は税込処理により処理しています。

2.事業別損益の状況
事業別損益の状況は以下の通りです。

3.施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

科 目
ツ ツ

事業部門計 管理部門 合計

等
金
金

費
附
成

会
寄
助

取
取
取

受
受
受

2,994, 2,994,

23,983,14,794, 3,543, 2,685, 2,960,188 23,983,322

事業収益
その他収益
(経常収益計)

3,332, 3,332, 3,332,

Π 経常費用
(1)人件費
給料手当
福利厚生費

人件費計

(2)その他経費
事業原価

旅費交通費

９

０

999, 1,999,

85,

1,499,

63,

０
一

，
“

7,998,

318,

1,999,54 9,997,
42,51 106, 425,

9,615, 2,303,

7,

156,

53,

18,

66,

60,

26,

733,

1,745, 1,923, 2,166,1 17,753, 17,753,
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０
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発
償
信
価
通
減

156,

215,

料
料
費

借
険
繕

賃
保
修 0

18,720
0

0

0

18,720

費

料
費

費

課
託
数

品
公
委

手
熱

耗

税
務

払

消

租
事
支
光

18,
３

　

８

２

２

６

９

　

２

０

３

６

198,

60,

26,

2,200,

66,

60,

26,

518
99,

60,

26,

1,466,地代家賃 733,333 667

その他経費計
(経常費用計)

内 容 【
´
】:1■

(阪当なし,



4.使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

5。 固定資産の増減内訳

6.借入金の増減内訳

7.役員及びその近親者との取引の内容
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために必要な事項

無償又は著しく低い価格での現物資産の提供については、公正価値 (FairValue 活発な市場価格に基づく時価)により
評価計上する
ボランティアから受けた役務提供については、外部資料等により合理的客観的に把握できる場合、その方法により計上する

8

|ビ影劉 備   考
(藤当なし,

合計

l::セ1=ヨ DF.12】 |コ
]1^モユ』巨 1

30,000

18,360

9,732,521
2,849,737
864,000

12,988,300
0

0

0

-3,465,000
-2,819,737

0

0

0

30,000

18,360

6,267,521
0

1,180,771

12,988,300
259,015

0

0

2,507,005
0

906,235
11,132,751
86,338

30,000

18,360

3,760,516
0

274,536

1,855,549
172,677

575.7

建物附属設備
車両運搬具
器具備品
展覧会用絵画
一括償却資産

電話加入権
その他の資産
差入保証金

科 日 期 首 残 高 l 当 期 倍 入 l当 期 涙 済 l期 末 残 高 l 備  考

786,43518:500,8661瓦面 :面
|

1,168,1121役員僣入金

合計
~~~¬
i爾爾爾[T‐¬

「
爾雨雨:戻;「可:可:百:可i万 1 1.168,1121

科 目
計算書類に

計上された
金額

内役員及び

近親者 との
取引

1,168,112 1,168,112

(活動計算警 )

(該当なし)

活動計算書計

(貸借対照表)
役員借入金

貸借対照表計



書式第 17号 (法第 28条関係)

令和02年度 財産目録
令和03年 8月 31日現在

特定非営利活動法人 子供地球基金
(単位 :円 )

科
「
日 金 □

I 資産の部
1.流動資産
現金預金

手元現金有高

三菱UFJ銀・普通預金
三井住友銀行・普通預金

郵便貯金・振替貯金

チャリティ商品

Tシャツ、絵本、鉛筆他

流動資産 合計

2.固定資産
(1)有形固定資産

建物附属設備  (造作他
器具備品  シャープ複合機他
展覧会絵画 キッズ展覧絵画一式
その他少額資産

有形固定資産計

(2)無形固定資産

電話加入権 他  3本
無形固定資産計

(3)投資その他の資産計

差入保証金 駐車場
投資その他の資産計

固定資産 合計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部
1.流動負債
未 払 金 腑イス ト 家賃、業務委託
預 り 金 職員・源泉所得税
流動負債 合計
2.固定負債
長期借入金

固定負債 合計

負 債 合 計

正 味 財 産

30,000

777,207

18,281

126,898

258,976

3,760,516

274,536

1,855,549

172,677

1,211,

11

545,

1,168,1

7 000

7

6,063,278

30,000

30,000

18,360

18,360

480,187

65,580

1,168,112

5,609,121



書式第 18号 (法第28条関係)

令和02年度 年間役員名簿

令和02年9月 1日 から 令和03年8月 31日 まで

特定非営利活動法人 子供地球基金

役 名 氏   名 就任期間 報酬を受けた

期  間

理事 鳥居 晴美
令和02年9月 1日

令和03年8月 31日

な し

理事
REINBOLD LORRA
INE JOYCE

令和02年 9月 1日

令和03年8月 31日

な し

理事 平井 恵子
令和02年 9月 1日

令和03年8月 31日

な し

理事 今泉 悠
令和02年9月 1日

令和03年8月 31日

な し

理事 酒巻 尚代
令和02年9月 1日

令和03年 8月 31日

な し

理事 クームス 圭衣歌
令和02年9月 1日

令和03年8月 31日

な し

監事 吉川 周佑
令和02年9月 1日

令和03年8月 31日

な し



書式第 19号 (法第 28条関係 ) 令和03年8月 31日 現在

社員のうち10人以上の者の名簿

特定非営利活動法人 子供地球基金

氏   名

■
■ 平井 恵子

2 須能 朝子

６
● 宮崎 裕子

4
REINBOLD LORRAINE
JOYCE

5 鳥居 晴美

6 渡辺 恵子

７

・ 吉川 周佑

ｎ

〕 中西 悠

9 金  利鋪

10 志村 星



(謄 本) 監 査 報 告 書

私は、令和 02年 9月 1日 から令和 03年 8月 31日 までの令和 02年度活動計算書、

貸借対照表、計算書類の注記事項及び財産目録等につき、現金出納帳、総勘定元帳、

伝票、証憑書類等その他これらに関連する帳簿等を、慎重に監査致しました。

また、会務の執行については、理事会に出席して状況を把握するとともに、事業

報告書及びこれに関連する各執行部の議事録等についてそれぞれ説明を求め、監査を

実施致しました。

つきましては本法人の財務諸表は、令和 02年度における活動計算並びに事業年度

末における財産、債務の状況等を適正に表示しており、会務等は当法人の会則、規則

に準拠し、適切妥当に執行されたものであることを認めます。

令和 03年 11月 19日

特定非営利活動法人  子供地球基金

監 事  吉 川  周 佑


